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第
１
章　

鏡
の
王
国
と
「
魏
志
」
倭
人
伝

１　

鏡
の
王
国

大
量
の
鏡
を
副
葬
し
た
三
つ
の
弥
生
王
墓

　
今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
二
〇
〇
年
前
の
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
二
月
二
日
の
こ
と
。
当
時
、
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
筑
前
国
怡い

土と

郡
三み

雲く
も

村
（
現
在
の
福
岡
県
糸い

と

島し
ま

市
三
雲
）
で
考
古
学
上
の
重
大
な
発
見
が
あ
っ
た
。

　
三
雲
村
農
長
の
清
四
郎
宅
の
南
隣
、
細

さ
ざ
れ

石い
し

神
社
後
方
三
十
間
ば
か
り
の
南
小
路
の
畑
で
、
土
塀
を
築
く
た
め

の
土
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
三
尺
余
（
約
一
メ
ー
ト
ル
）
の
深
さ
で
、
鋒

き
っ
さ
きを
上
に
し
た
状
態
で
一
本
の
銅
剣

が
掘
り
出
さ
れ
、
そ
の
脇
に
銅ど

う

戈か

一
本
、
そ
の
下
に
朱
が
詰
ま
っ
た
小
壺
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
と
巨
大
な
甕か

め

棺か
ん

が
掘
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
の
ち
に
「
三み

く
も
み
な
み

雲
南
小し

ょ
う
じ路
王お

う
ぼ墓
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
弥
生
時
代
中
期
後

半
の
墳
墓
が
発
見
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
大
甕
（
甕
棺
）
の
な
か
か
ら
は
、
古
鏡
大
小
三
五
面
、
銅
矛
大
小
二
点
、
ガ
ラ
ス
勾ま

が

玉た
ま

と
多

量
の
ガ
ラ
ス
管く

だ

玉た
ま

、
ガ
ラ
ス
璧へ

き

と
い
っ
た
豊
富
な
副
葬
品
が

掘
り
出
さ
れ
た
。
こ
の
顚
末
は
、
福
岡
藩
の
国
学
者
で
あ
っ

た
青あ

お

柳や
ぎ

種た
ね

信の
ぶ

が
著
し
た
『
柳

り
ゅ
う
え
ん園

古こ
き
り
ゃ
く
こ
う

器
略
考
』
に
お
い
て
、
出

土
品
が
個
別
に
図
入
り
で
説
明
さ
れ
、
銅
鏡
の
銘
文
が
隷
書

で
あ
る
こ
と
か
ら
漢
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
な
ど
、
考

古
学
的
な
考
証
を
加
え
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
『
柳
園
古
器
略
考
』
に
は
、
三
雲
南
小
路
王
墓
が

発
見
さ
れ
る
四
〇
年
ほ
ど
前
の
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜

一
七
八
九
）
に
も
、
三
雲
村
と
境
を
接
す
る
井い

原わ
ら

村
内
の

「
鑓や

り

溝み
ぞ

」
と
よ
ば
れ
た
地
点
で
、
朱
な
ど
と
と
も
に
「
壺
」

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
古
鏡
数
十
、
鎧
の
板
の
ご
と

き
も
の
、
刀
剣
類
が
出
土
し
た
と
の
伝
聞
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
発
見
当
時
の
遺
物
は
現
存
が
確
認
で
き
な
い
が
、
発
見

し
た
次
市
と
い
う
農
民
の
家
に
当
時
保
管
さ
れ
て
い
た
遺
物

に
つ
い
て
拓
本
と
模
写
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る

と
銅
鏡
は
一
九
面
以
上
、
大
型
の
巴

と
も
え
が
た形

銅
器
三
点
が
出
土
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
天
明
年
間
に
発
見
さ
れ
た
墳
墓
に
つ
い
て
は
、
現
在

図1 ● 糸島半島から望む玄界灘
糸島半島から玄界灘の西方沖を望むと壱岐島（一支国）や松浦地方（末盧国）などをみわたせる。
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ま
で
そ
の
位
置
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
副
葬
品
の
内
容
か
ら

弥
生
時
代
後
期
前
半
の
厚
葬
墓
（
多
く
の
副
葬
品
と
と
も
に
手
厚

く
葬
ら
れ
た
有
力
者
の
墓
）
と
考
え
ら
れ
、
現
在
は
「
井い

原わ
ら

鑓や
り

溝み
ぞ

王
墓
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
江
戸
時
代
の
発
見
か
ら
一
四
〇
年
以
上
た
っ
た

一
九
六
五
年
一
月
の
こ
と
。
今
度
は
三
雲
南
小
路
王
墓
か
ら
北
西

に
一
・
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
、
曽そ

根ね

丘
陵
の
先
端
に
あ
た
る
平ひ

ら

原ば
る

集
落
裏
手
の
畑
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
大
発
見
が
あ
っ
た
。
当
地

で
ミ
カ
ン
の
植
樹
の
た
め
に
溝
を
掘
削
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
如
、

朱
と
と
も
に
地
中
か
ら
湧
き
出
る
か
の
よ
う
に
多
量
の
銅
鏡
片

群
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
（
図
2
）。
弥
生
時
代
終
末
の
厚
葬
墓

「
平
原
王
墓
」
の
発
見
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
発
見
の
報
告
を
契
機
に
、
糸
島
出
身
の
考
古
学
者
、
原は

ら

田だ

大だ
い

六ろ
く

氏
を
調
査
主
任
と
し
て
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

こ
れ
ら
大
量
の
鏡
片
は
墳
丘
を
と
も
な
っ
た
方ほ

う
け
い形
周し

ゅ
う
こ
う
ぼ

溝
墓
（
１
号
墓
）
の
副
葬
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

平
原
王
墓
か
ら
は
、
日
本
最
大
級
の
超
大
型
内な

い

行こ
う

花か

文も
ん

鏡き
ょ
うを
は
じ
め
と
す
る
三
九
面
分
（
後
に
四
〇
面
分
と
修

正
さ
れ
る
）
の
銅
鏡
片
や
ガ
ラ
ス
製
品
、
素そ

環か
ん

頭と
う

大た

刀ち

な
ど
、
日
本
列
島
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
厚
葬
墓
と
し

て
は
随
一
と
も
い
え
る
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
。

図2 ● 平原王墓における銅鏡の出土状況
多量の銅鏡の副葬は、伊都国の歴代王墓の特徴といえる。
平原王墓では40面分もの銅鏡が割れた状態で出土した。

「
三
雲
南
小
路
王
墓
」、「
井
原
鑓
溝
王
墓
」、「
平
原
王
墓
」、
こ
れ
ら
三
つ
の
墳
墓
の
共
通
点
は
、
数
十
面
も

の
多
量
の
銅
鏡
を
副
葬
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
弥
生
時
代
の
墳
墓
の
副
葬
品
の
な
か
で
も
と
く
に
重
要
視
さ

れ
た
の
は
銅
鏡
で
あ
る
が
、
そ
の
銅
鏡
を
ひ
と
つ
の
墳
墓
に
数
十
面
も
集
中
し
て
保
有
し
、
限
ら
れ
た
エ
リ
ア

の
三
つ
の
墳
墓
で
じ
つ
に
一
〇
〇
面
近
い
銅
鏡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
銅
鏡
が
集
中
し

て
出
土
す
る
地
域
は
、
ほ
か
に
は
な
い
。
い
か
に
こ
の
地
域
の
弥
生
時
代
の
首
長
層
が
銅
鏡
を
好
み
重
要
視
し

て
い
た
か
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
「
鏡
の
王
国
」
が
こ
の
地
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

玄
界
灘
に
突
き
出
た
「
龍
の
首
」 

糸
島

　
こ
れ
ら
の
王
墓
が
所
在
す
る
の
は
、
福
岡
県
糸
島
市
。
糸
島
市
は
、
九
州
の
北
部
に
位
置
し
、
北
は
玄
界

灘
に
面
し
、
西
を
佐
賀
県
唐
津
市
、
東
を
福
岡
市
に
接
す
る
、
現
在
は
人
口
一
〇
万
人
ほ
ど
の
市
で
あ
る
（
図

3
）。
地
理
的
に
は
朝
鮮
半
島
ま
で
直
線
で
二
〇
〇
キ
ロ
あ
ま
り
。
日
本
列
島
の
な
か
で
、
中
国
大
陸
・
朝
鮮

半
島
に
距
離
的
に
近
く
、
玄
界
灘
の
海
上
交
易
に
お
け
る
要
衝
の
地
で
あ
り
、
古
代
よ
り
現
代
に
い
た
る
ま
で

大
陸
と
の
文
化
・
経
済
・
政
治
的
な
交
流
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　
そ
の
地
形
は
、
玄
界
灘
に
つ
き
で
た
半
島
の
形
か
ら
「
龍
の
首
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
波
荒
い
玄
界

灘
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
海か

い
し
ょ
く
が
い

食
崖
と
砂
浜
が
交
互
に
展
開
し
て
風
光
明
媚
な
海
岸
線
が
続
き
、
大
小
の
入
り
江

が
多
く
分
布
す
る
。
糸
島
半
島
の
付
け
根
に
は
東
西
か
ら
内
海
が
大
き
く
切
り
こ
み
、
古
来
は
波
静
か
な
天
然

の
良
港
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
引ひ

き

津つ

湾
や
加か

布ふ

里り

湾
、
深ふ

か

江え

湾
な
ど
、
玄
界
灘
沿
岸
の
臨
海
部
に
は
、
縄
文
時
代
後
期
以
降
、
多
く
の
貝
塚
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糸
島
は
、
南
北
で
大
き
く
二
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
玄
界
灘
に
突
き
出
た
半
島
部
で
あ
る
北
の
シ
マ
地

域
と
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
平
野
部
を
擁
す
る
南
の
イ
ト
地
域
で
あ
る
。
両
地
域
の
間
に
は
東
西
に
の
び
る
幅
一

キ
ロ
ほ
ど
の
帯
状
の
低
地
が
あ
り
、
か
つ
て
は
「
糸
島
水
道
」
と
よ
ば
れ
る
海
峡
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
現
在
で
は
、
貝
化
石
の
分
布
や
遺
跡
調
査
な
ど
に
よ
り
、
中
央
部
の
志し

登と

か
ら
泊と

ま
りの

間
は
東
西
か
ら
入
り

込
ん
だ
湾
に
は
さ
ま
れ
て
陸
橋
状
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
糸
島
水
道
の
存
在
は
否
定
さ
れ

て
い
る
。

　
イ
ト
地
域
は
時
代
を
経
る
に
し
た
が
い
伊
都
→
伊
覩
・
伊
斗
・
怡
土
・
伊
刀
→
絲
→
糸
な
ど
と
表
記
が
か
わ

る
が
、
と
く
に
怡
土
平
野
を
中
心
に
全
時
代
を
通
じ
て
イ
ト
と
よ
ば
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

　
イ
ト
地
域
は
中
国
の
史
書
『
三
国
志
』
魏
書
・
烏う

丸が
ん

鮮せ
ん

卑ぴ

東と
う

夷い

伝で
ん

の
倭わ

じ
ん
の
じ
ょ
う

人
条
、
通
称
「
魏
志
」
倭
人
伝
（
以

下
、「
倭
人
伝
」）
に
登
場
す
る
「
伊い

都と

国こ
く

」
と
音
が
同
じ
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
倭
人
伝
」
の
時
代
に

相
当
す
る
弥
生
・
古
墳
時
代
の
多
数
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
都
国
の
比
定
地
と
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
先
述
し
た
多
量
の
鏡
を
副
葬
し
た
三
つ
の
王
墓
は
、「
伊
都
国
」
の
王
墓
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
擁

し
た
怡
土
平
野
を
中
心
に
伊
都
国
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

２　
「
倭
人
伝
」
に
記
さ
れ
た
伊
都
国
の
姿

伊
都
国
関
連
の
記
事

　
前
述
の
よ
う
に
、
糸
島
は
伊
都
国
の
故
地
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
項
で
は
伊
都
国
が
「
倭
人
伝
」
の
な
か
で
、

や
港こ

う

津し
ん

集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
糸
島
の
人

び
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
獲
得
や
交

易
・
交
換
活
動
の
た
め
、
船
を
つ
く
り
海

峡
を
東
西
南
北
に
往
来
し
て
お
り
、
糸
島

を
起
点
と
し
て
北
は
壱い

岐き

・
対つ

し
ま馬
そ
し
て

朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
へ
、
西
は
松ま

つ

浦う
ら

か

ら
西
北
九
州
、
東
は
福
岡
平
野
ひ
い
て
は

日
本
海
沿
岸
部
や
瀬
戸
内
・
近
畿
へ
、
南

は
陸
づ
た
い
に
有
明
海
沿
岸
部
へ
と
直
接

的
・
間
接
的
に
広
範
囲
な
交
流
を
お
こ
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
南
方
は
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
級
の
脊せ

振ふ
り

山さ
ん

系
の
山
な
み
が
つ
づ
き
、

山
の
麓
の
平
野
部
、
と
く
に
糸
島
最
大
の

怡
土
平
野
に
は
弥
生
時
代
以
降
水
田
が
営

ま
れ
、
農
業
生
産
力
に
お
い
て
も
秀
で
た

地
域
で
あ
る
。
ま
さ
に
天
然
の
海
の
幸
、

山
の
幸
両
方
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

図3 ● 糸島の地形と弥生時代の主要遺跡
玄界灘沿岸の入江や小平野・河川流域単位の各地に弥生時代の拠点となる遺跡群が分布し、
糸島最大の平野である怡土平野に伊都国の中心集落である三雲・井原遺跡が所在する。
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第 1章　鏡の王国と「魏志」倭人伝

と
対
馬
国
が
千
余
戸
、
一
支
国
が
三
千
許
家
、
末
廬
国
が
四
千
余
戸
、
奴
国
に
お
い
て
は
二
万
余
戸
、
不ふ

弥み

国こ
く

は
千
余
家
、
そ
し
て
投と

う

馬ま

国こ
く

が
五
万
余
戸
、
邪
馬
台
国
は
七
万
余
戸
で
あ
り
、
伊
都
国
は
最
少
の
戸
数
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
糸
島
で
確
認
さ
れ
て
い
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
の
範
囲
や
分
布
密
度
と
の
対
比
か
ら

「
万
余
戸
」
の
誤
記
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
が
あ
る
。

　
ま
た
、「
世
〻
王
有
り
」
以
下
の
記
事
は
、
伊
都
国
に
は
代
々
の
「
王
」
が
い
て
、
み
な
女
王
国
に
統
属
し

て
い
た
と
解
釈
さ
れ
る
が
、「
倭
人
伝
」
の
な
か
で
「
王
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
国
は
、
伊
都
国
と
邪
馬
台

国
、
狗く

奴な

国こ
く

以
外
に
は
み
ら
れ
な
い
。
伊
都
国

に
は
官
副
の
名
が
記
さ
れ
た
行
政
官
と
は
別
に
、

代
々
の
王
統
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、「（
魏
の
）
帯た

い

方ほ
う

郡ぐ
ん

の
使
者
が
往
来
し
、

常
に
駐
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
内
容
も
重

要
で
あ
ろ
う
。
伊
都
国
が
倭
の
国
々
の
大
陸
交
渉

の
窓
口
で
あ
り
、
使
者
を
迎
賓
す
る
国
と
し
て
機

能
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
次
に
「
倭
人
伝
」
の
な
か
で
倭
の
政
治
・
交
易

体
制
を
記
し
た
部
分
に
も
伊
都
国
の
名
が
登
場
す

る
。

実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

「
倭
人
伝
」
に
お
け
る
「
伊
都
国
」
関
連
の
記
事
に
は
、
の
べ
一
一
一
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
倭
人
伝
」

全
体
で
文
字
数
は
二
〇
〇
〇
字
ほ
ど
し
か
な
い
な
か
で
、
ほ
か
の
国
々
と
く
ら
べ
る
と
突
出
し
た
文
字
数
で
あ

り
、
倭
に
お
け
る
伊
都
国
の
存
在
の
大
き
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
伊
都
国
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、
ま
ず
、「
倭
人
伝
」
の
前
半
、
倭
の
様
子
と
邪
馬
台
国
ま
で
の
行
程
を
あ

ら
わ
し
た
く
だ
り
で
、
対つ

し
ま
こ
く

馬
国
、
一い

支き

国こ
く

、
末ま

つ

盧ろ

国こ
く

へ
と
至
っ
て
か
ら
つ
ぎ
の
行
程
の
部
分
で
あ
る
（
図
4
）。

（
末
盧
国
か
ら
）
東
南
陸
行
す
る
こ
と
五
百
里
。
伊
都
国
に
到
る
。
官
は
爾に
き（
に
し
）
支
と
い
い
、
副
は
泄せ

謨も

觚こ

、
柄へ

渠く

觚こ

と
い
う
。
千
余
戸
有
り
。
世よ

よ〻

王
有
り
。
皆
、
女
王
国
に
統
属
す
。
郡ぐ

ん

使し

往
来
し
常
に
駐
す
る
所
。

　
こ
の
記
述
を
整
理
す
る
と
、
伊
都
国
の
位
置
は
、
末
盧
国
（
あ
る
い
は
末
盧
国
の
海
域
か
ら
）
東
南
に
陸
行

で
五
百
里
の
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
は
末
盧
国
を
唐
津
・
松
浦
地
方
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
、
方
位
に
ず
れ
が

あ
る
も
の
の
、
距
離
的
に
も
伊
都
国
を
糸
島
に
比
定
す
る
上
で
大
き
な
問
題
は
な
い
。

　
ま
た
、
伊
都
国
の
行
政
官
は
爾
支
、
副
官
は
泄
謨
觚
と
柄
渠
觚
の
計
三
名
体
制
で
あ
る
。「
倭
人
伝
」
に
記

さ
れ
た
玄
界
灘
と
そ
の
沿
岸
地
域
の
国
々
（
対
馬
国
・
一
支
国
・
末
盧
国
・
奴な

国こ
く

な
ど
）
で
は
、
そ
の
行
政
官

に
つ
い
て
は
官
副
二
名
体
制
が
基
本
で
あ
る
が
、
伊
都
国
は
副
官
を
二
名
配
置
し
た
計
三
名
体
制
で
あ
り
、
官

副
四
名
体
制
の
邪
馬
台
国
に
つ
い
で
多
い
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
伊
都
国
の
戸
数
は
、「
千
余
戸
」
で
あ
り
非
常
に
少
な
い
。
ほ
か
の
国
々
の
戸
数
を
み
る

図4 ● 「魏志」倭人伝にあらわれる国名と推定位置
「倭人伝」に記された国々のうち、対馬国・一支国・末
盧国・伊都国など玄界灘の国々の位置については、その
記述内容から地域を特定できる。
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女
王
国
よ
り
以
北
は
、
特
に
一い

ち

大だ
い

率そ
つ

を
置
き
検
察
し
、
諸
国
は
こ
れ
を
畏い

憚た
ん

す
。
常
に
伊
都
国
に
治
す
。

国
中
に
於
け
る
刺し

史し

の
如
く
有
り
。
王
が
使
を
遣
わ
し
、
京
都
、
帯
方
郡
、
諸
韓
国
に
詣
ら
す
、
及
び
郡

が
倭
国
に
使
す
る
に
、
皆
、
津
に
臨
み
て
捜そ

う

露ろ

す
。
文
書
、
賜し

遺い

の
物
を
伝
送
し
女
王
に
詣
ら
す
に
、
差さ

錯さ
く

す
る
を
得
ず
。

　
以
上
の
記
事
に
は
、
伊
都
国
に
は
女
王
国
以
北
の
国
々
を
検
察
す
る
「
一
大
率
」
が
つ
ね
に
置
か
れ
、
諸
国

は
こ
れ
を
畏
れ
は
ば
か
っ
て
い
た
と
あ
る
。
伊
都
国
は
、
倭
の
国
々
の
な
か
で
外
交
窓
口
と
し
て
港
津
を
擁
し
、

対
外
交
易
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
周
辺
諸
国
を
監
察
す
る
軍
事
的
な
拠
点
と
し
て
の
性
格
も

も
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
倭
人
伝
」
の
記
事
か
ら
は
、
代
々
の
「
王
」
の
存
在
や
「
一
大
率
」
の
設
置
な
ど
、
倭
の

ほ
か
の
国
々
と
は
異
な
る
伊
都
国
の
特
徴
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〜
三
世
紀
を
通
じ
て
、
中
国
お
よ

び
倭
の
国
々
の
な
か
に
お
い
て
も
伊
都
国
が
特
別
か
つ
重
要
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
倭
に
お
け
る
伊
都
国
の
重
要
性
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
証
拠
と
し
て
、
先
述
し
た
三
大
王
墓
の
ほ

か
、
怡
土
平
野
に
お
い
て
は
、
伊
都
国
の
国
邑
（
王
都
）
に
あ
た
る
三
雲
・
井
原
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
近
年
の
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
り
糸
島
の
各
地
に
同
時
代
の
拠
点
と
な
る
重
要
な
遺
跡
の
所
在
と
そ

の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
次
章
か
ら
は
、
こ
う
し
た
倭
人
伝
の
記
述
を
裏
づ
け
る
、
三
大
王
墓
と
王
都
、
そ
し
て
周
辺
の
遺
跡
群
の
様

相
を
み
て
い
こ
う
。




